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１ 龍ケ崎市定住促進プロジェクトの概要について 

  設置の目的 

我が国においては、今後、急激な人口減少が予測されており、龍ケ崎市

においても、その波を避けることはできず、現に人口は、平成２２年の８

万３３４人をピークに、年々減少傾向となっている。そのような状況にお

いて、人が集まる魅力ある都市づくりを推進し、人口を呼び込み、人口を

減らさないための定住促進に向けた施策の展開は、喫緊の課題である。 

それら定住促進施策の立案と実行に当たっては、これからの龍ケ崎市を

担う若者世代が自ら考え、行動する、といった意識を高めていくとともに、

若者世代の意見等を施策に反映させていくことが重要である。 

そのため、龍ケ崎市では、平成３０年度より主幹級以下の若手職員の組

織横断的な取組により、定住促進に関する必要な調査検討を行い、若者の

視点から導き出された施策案を提言するため、本プロジェクトを設置した

ものである。 

 

  構成メンバー 

課 等 名 職 名 氏  名 備  考 

財政課 副主幹 堀内 紗矢香  

企画課 主幹 染谷 優一 サブリーダー 

シティセールス課 主幹 関口 裕城 サブリーダー 

こども家庭課 主事 田中 佑典  

健康増進課 主幹 水本 奈津子  

保険年金課 主事 根本 祐樹  

市民窓口課 副主幹 建林 尋乃  

税務課 主幹 小島 徹 リーダー 

交通防犯課 主幹 飯島 龍一  

農業政策課 主幹 福山 貴之  

都市計画課 主事 窪田 真也  

都市施設課 副主幹 野崎 浩太郎  

指導課 主幹 佐藤 美穂  
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  スケジュール及び活動内容 

日 程 内          容 

平成 30 年 

5 月 18 日 

第１回：事業内容・方向性の説明、定住促進に係る基礎的分析データ

収集の役割分担 

6 月 22 日 第２回：収集した基礎データの共有 

7 月 27 日 

第３回：地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）出前講座 
【講師：経済産業省関東経済産業局総務企画部企画調査課 金子眞裕 氏】 

 

9 月 14 日 
第４回：収集した統計データの分析（特徴的な統計データの確定）、

今後の方向性の共有 

10 月 5 日 第５回：中間報告に向けた資料作成 

10 月 17 日 副部長会議における中間報告 

10 月 19 日 

第６回：立地適正化計画説明 
【講師：都市整備部都市計画課 沼崎智 主査・福元綾香 主事】 

副部長会議での指摘事業の共有、今後の検討 

11 月 5 日 定例庁議における中間報告 

11 月 5 日 

～16 日 

市長とのランチミーティング、副市長・教育長・各部長への個別ヒア

リング 

11 月 16 日 第７回：定例庁議での指摘事項の共有 

11 月 19 日 第８回：データから見るペルソナの方向性・施策案の検討 
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日 程 内          容 

12 月上旬 

～中旬 

街頭アンケート（たつのこやま等）・インターネットアンケート実施、 

既存の定住促進施策の分析 

12 月 21 日 第９回：施策案の検討 

平成 31 年 

1 月 7 日 
第 10 回：施策案の検討 

1 月 16 日 副部長会議における報告（成果報告会に向けた方向性の整理） 

1 月 25 日 市長とのランチミーティング 

1 月 25 日 第 11 回：成果報告会に向けた資料作成 

1 月 28 日 

・29 日 
成果報告会における報告リハーサル 

2 月 4 日 

成果報告会における報告 

2 月 15 日 第 12 回：今年度の総括、次年度へ向けた活動内容の検討 

    

     ※ その他、茨城県主催の定住促進関連説明会、民間主催のシティプロモーションサ 

    ミット等に参加 
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  今年度の検討内容（方向性）及び施策提言案 

今年度の龍ケ崎市定住促進プロジェクトにおいては、まず、地域経済分

析システム（RESAS）や国・県・民間などの統計情報、庁内で保有する統

計情報などのうち、約８０項目にわたる定住促進に資するデータを収集し、

分析を加え、かつ、独自のアンケート調査や本市が行っている既存の定住

促進施策の評価・分析など、龍ケ崎市における現状の把握を行った。また、

定住促進に関する先進事例や学術研究などの事例を収集し、分析を加えた。 

それらの内容を踏まえ、次に掲げる６つの施策案を提言することとした

が、施策案提言に当たっては、分析などの結果を重視し、 

「実現可能性」の高いものとすること 

「流入人口を増やす」のではなく「流出人口を減らす」こと 

に主眼を置いた。 

なお、施策案提言の詳細については、報告書編（38 ページから 49 ペー

ジまで）を参照のこと。 

【施策案提言の一覧】 

・ 「龍ケ崎をマチアルキ」「龍ケ崎をススメ」 

・ 「おススメの龍ケ崎・仕事紹介」を庁内へ 

・ 「月曜日の４歳の遊び場」 

・ 「カネからモノへ住宅取得補助の拡充」 

・ 「たつのこ検定」で龍ケ崎を学ぶ 

・ 「たつのこワクワクワーク」（仮） 
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【コラム】研修会・セミナーなどに参加して 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特に印象に残ったのは、行政主導で「まち」を作るのではなく、市民ととも 

に「まち」を創り上げ、市民を「まち」のファンにする仕掛けをすることで、 

「まち」の魅力、市民の満足度を上げ、その結果として定住につながっている 

という点だった。龍ケ崎市でも、「まち」を魅力的にする取組が必要であると 

認識した。 

 

 セミナーで出てきているキーワードは、 

・ 人口を増加させようとするのではなく、満足度を上げる取組を 

・ 「まち」の魅力、弱みと強みを市民と見つけ、一緒に発信する 

・ データを活用していく 

・ 市民が「まち」のファン、アンバサダーになる仕掛けづくり 

であり、その取組が結果として、市民の満足度向上につながり、人口の流出防

止・定住促進につながる。 

『自治体マーケティング広報フォーラム』平成 30年 5 月 22 日 

 

 シティプロモーションとは、地域に真剣になる力（地域参画総量）を増やす 

こと。市の仕事は、参画する人たちをほめる仕掛けを作ること。「直接、私にと

って何のメリットがあるの？」と聞かれたときに、答えられるモノを創り上げ 

ることである。「まち」の規模ではなく、参画意欲のある人を増やすことがポイ

ントで、「いい「まち」を作りました！」と提供して終了ではなく、「まち」の 

中で「自分には意味がある」と考える市民がいる環境を作ることが大切である。 

『シティプロモーション講座』平成 30年 11月 27日・28日 

 

 特に感心を持って聞いたのは、ファイナリストの高校生の各組に共通して、

自ら街頭アンケートを行ったり、市役所へのヒアリングを行ったりと、それぞ

れに考え、必要な情報収集を積極的に行っていたところである。 

 また、審査に先立っての審査員の講評では、「今回は、アイデアの創造性や 

新規性などだけでなく、実現の可能性も重視する」といった趣旨の発言もあっ

た。 

 どちらも、定住促進プロジェクトで考えていることと同じであり、プロジェ

クトで考えている施策案の方向性が誤っていないと感じたところである。 

 いずれにしろ、「情報や分析結果を根拠とした、実現性の高い施策」の立案 

が、「定住促進」を考える上で最も重要なものである。そのことを再認識した 

コンテストであった。 

『地方創生☆政策アイデアコンテスト』平成 30 年 12 月 15 日 
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３ 資料編 
 (1) 成果報告会アンケート結果 

 問１ 報告会の内容について，どのくらい理解できましたか。 

 【報告会の全体の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【データ・アンケートの内容や分析結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 31 年 2 月 4 日（月）午後 1 時 15 分～午後 2 時 45 分 

場所：附属棟 1 階第 1 会議室 

参加者数：55 人 

アンケート回収数（回収率）：50 件（90.90％） 

理解できた, 

24人, 48%

おおむね理解できた, 

26人, 52%

理解できた

おおむね理解できた

どちらともいえない

あまり理解できない

理解できない

未回答

理解できた, 

21人, 42%

おおむね理解できた, 

26人, 52%

どちらともいえない, 

2人, 4%

あまり理解できない, 

1人, 2%

理解できた

おおむね理解できた

どちらともいえない

あまり理解できない

理解できない

未回答
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 【施策提言の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問２－１ 報告会の内容について，実現できると思いましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問２－２ 問２－１で「どちらともいえない」「あまり実現できない」「実現

できない」と回答された方は，なぜそう思うか記入してください。 

 【主な回答】 

 

 

 

 

 

理解できた, 

21人, 42%

おおむね理解できた, 

26人, 52%

どちらともいえない, 

3人, 6%

理解できた

おおむね理解できた

どちらともいえない

あまり理解できない

理解できない

未回答

実現できる, 

7人, 14%

おおむね実現できる, 

32人, 64%

どちらともいえない, 

4人, 8%

あまり実現できない, 

2人, 4%

実現できない, 1人, 2% 未回答, 4人, 8%

実現できる

おおむね実現できる

どちらともいえない

あまり実現できない

実現できない

未回答

・事業の実施は可能であろうが，効果・成果に疑問が残る。さらなるブラッシュア

ップを。 

・そのままの施策案では，実現は難しいと思う。 

・事業の実施に当たっては，業務量の整理が絶対に必要である。 

・短期施策で入庁後間もない職員が市のことを学ぶ余裕はない。自発的活動に留め

るべきでは。 

・事業を担当する職員の負担がさらに重くなるだけ。 
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 問３－１ 今回の報告でも発表しましたが，施策立案や事業実施に当たっ

ては，的確なデータ収集と分析が必要と考えますが，あなたの課等では，

この視点を持って常に事業等を実施していると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問３－２ 問３－１で「どちらともいえない」「あまり実施していない」「実

施していない」と回答された方は，なぜそう思うか記入してください。 

 【主な回答】 

 

 問４ 定住促進プロジェクトで，今後検討テーマとして取り上げる必要が

あると思うものは何ですか。 

 【主な回答】 

 

実施している, 2人, 4%

おおむね実施している, 

24人, 48%

どちらともいえない, 

9人, 18%

あまり実施していない, 

7人, 14%

実施していない, 

2人, 4%

未回答, 6人, 12%

実施している

おおむね実施している

どちらともいえない

あまり実施していない

実施していない

未回答

・調査や分析は，自身の課等の担当業務外だから。データを収集する必要のない業

務だから。 

・データの収集や分析に対する知識が不足しており，どのようにやってよいか分か

らないため。 

・データの収集は行っているが，それを分析や業務へ利用するまでの余裕がないた

め。 

・勘や経験が重視される傾向で，事業効果の測定や検証ができていない。 

・目前の課題解決や業務執行だけで手一杯のため。 

・施策案を実際に取り組む，実践する。 

・働く場の確保や雇用問題について。 

・北竜台ニュータウンの今後について（高齢者対策等）。 

・交通機関について。 

・商店同士のつながりを深め，交流を活性化することについて。 

・市職員の市外への流出防止。市職員に市内にどうやって住んでもらうか。 

・民間企業や学生等と連携した取組について。 

・子育て環境の充実。親子・子どもの活動できる拠点づくりやイベントについて。 

・龍ケ崎市の成り立ちや歴史的・地政学的分析について。 
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 問５ その他，意見等がございましたら御記入ください。 

 【主な回答】 

 

  

・施策案の計画期間は改めたほうがよいのではないか。短期１～２年，中期２～３

年，長期５年程度か。これ以上長くすると結論が先送りされる感が出てしまう。 

・「龍ケ崎で子育てすると，こんな風に子どもが育つ」といったイメージがあると，

子育て世代にアピールしやすいのではないか。 

・短期施策が失敗すると，中期・長期施策にも影響が出る可能性がある。きちんと

構想を整理して，計画を練って，最初の出だしで失敗しないように注力したほう

がよいと思う。 

・シビックプライドの醸成には，地縁・血縁は当然ながら，幼少期からの経験や体

験の積み重ねで徐々に身に付いていくものである。この視点を様々な施策に反映

を。 

・定住促進は，時間がかかり，結果測定がしづらいので，じっくりと取り組んでい

くべき。 
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 (2) 龍ケ崎市定住促進プロジェクト設置規程 

 

 龍ケ崎市訓令第１２号 

  龍ケ崎市定住促進プロジェクト設置規程を次のように定める。 

   平成３０年４月２７日 

                龍ケ崎市長 中 山 一 生 

 

    龍ケ崎市定住促進プロジェクト設置規程 

  （設置） 

 第１条 人口減少が予測される中，人が集まる魅力ある都市づくりを推進

し，人口を呼び込み，人口を減らさないための定住促進施策に関して必要

な調査検討を行うとともに，庁内の連携した取組を促進するため，龍ケ崎

市定住促進プロジェクト（以下「プロジェクト」という。）を設置する。 

  （所掌事項） 

 第２条 プロジェクトは，次に掲げる事項を所掌する。 

  (1) 人口動態等定住促進に係る基礎的情報の調査及び分析に関するこ

と。 

  (2) 定住促進に係る既存の事務事業の見直し等及び新たな事務事業の

創出の検討に関すること。 

  (3) 定住促進に係る先進事例等の調査研究に関すること。 

  (4) 定住促進に係る庁内の連絡調整に関すること。 

  (5) その他定住促進に関して必要な事項に関すること。 

  （組織） 

 第３条 プロジェクトは，次に掲げる者（以下「構成員」という。）のうち，

１５人以内をもって組織する。 

  (1) 財政課，企画課，シティセールス課，こども家庭課，市民窓口課，

税務課，交通防犯課，商工観光課，農業政策課，都市計画課，都市施

設課，教育総務課，文化・生涯学習課，指導課に所属する職員であっ

て市長が選出したもの 

  (2) 前号の規定により選出された職員の所属課以外の課等に所属する

職員であって定住促進に関し問題意識を持ち，募集に応じたもののう

ち，市長が選出したもの 

  （リーダー及びサブリーダー） 

 第４条 プロジェクトにリーダー及びサブリーダーを置き，構成員の互選

により選出する。 

 ２ リーダーは，プロジェクトを代表し，会務を総理する。 

 ３ サブリーダーは，リーダーを補佐し，リーダーに事故があるとき，又は

リーダーが欠けたときは，その職務を代理する。 

  （会議） 
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 第５条 プロジェクトの会議（以下「会議」という。）は，リーダーが必要

に応じて招集し，リーダーが議長となる。 

 ２ リーダーは，必要に応じて会議に関係職員，学識経験者その他関係者の

出席を求め，その説明又は意見を聴くことができる。 

  （報告） 

 第６条 リーダーは，会議において調査検討した結果を庁議に報告するも

のとする。 

  （庶務） 

 第７条 プロジェクトの庶務は，市長公室企画課において処理する。 

  （委任） 

 第８条 この規程に定めるもののほか，プロジェクトの運営に関し必要な

事項は，リーダーが会議に諮って定める。 

    付 則 

  この訓令は，公布の日から施行する。 
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 (3) 龍ケ崎市定住促進プロジェクト設置要領 

 

龍ケ崎市定住促進プロジェクト設置要領 

 

平成３０年４月 市長公室企画課 

 

 １ 設置の目的 

   定住促進に係る先進事例等や基礎的情報（人口動態等）の調査分析及び

既存の定住促進に係る事務事業の見直し等や新規事業の創出の検討を行

い，その結果を庁議へ報告することで，定住促進に係る施策提言を行い，

本市の定住促進を推進することを目的とする。また，併せて定住促進に係

る庁内の連携強化を図ることを目的とする。 

 

 ２ 構成メンバー 

   次に掲げる課等の職員のうち主幹以下の若手職員１５人以内をもって

構成する。若手職員の斬新な発想や高い情報収集能力によりすばやく情

報を収集できることを期待し，あわせて，若手職員の仕事に対する問題解

決能力や意識の向上を図ることも期待できるため，あえて主幹以下の職

員のみで構成するものである。 

  (1) 企画課，シティセールス課，都市計画課に所属する職員：各１人・

計３人 

    ※ 定住促進の主管課 

  (2) 財政課，こども家庭課，市民窓口課，税務課，交通防犯課，商工観

光課，農業政策課，都市施設課，教育総務課，文化・生涯学習課，指

導課に所属する職員：最大８人まで 

    ※ 定住促進の関係課（関連事業や基礎的情報の主管課） 

  (3) 前２号の規定により選出された職員の所属課以外の課等に所属す

る職員で募集選考されたもの：最大５人まで 

    ※ (2)及び(3)併せて１２人となるよう調整を行う。 

 

  ※ 構成メンバーの任期は，選任された日から当該年度の３月３１日ま

でとするが，再任を妨げないものとする（若手職員の育成面や意見の多

様性を図ることからは，できるだけ多くの職員に構成メンバーとなっ

てもらう必要があり，また，人事異動等もあるため，原則当該年度内と

するものである。）。 

 

 ３ 所掌事項 

  (1) 人口動態等定住促進に係る基礎的情報の調査に関すること。 

  ⇒ 定住促進に係る施策を検討するに当たっては，まず龍ケ崎市の基礎

的情報を調査し，これを分析する必要がある。具体的には，近年の人口
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動態（転入者・転出者の数，世帯構成，転入又は転出した住所等）や居

住・所有資産の状況（持ち家か借家か，世帯の収入状況等），転入・転

出要因調査の結果の分析等が該当する。 

  (2) 既存の定住促進に係る事務事業の見直し等及び新たな定住促進に

係る事務事業の創出の検討に関すること。 

  ⇒ シティプロモーション，住宅取得に係る補助金等直接的に定住促進

施策として既に実施している事業はもちろんのこと，その他の事業で

あっても定住促進と連携することができる事業を見つけだし，事業の

見直し等を図ることで，より定住促進に効果の高い事業として編成し

なおす等の検討を行い，また，新たな定住促進施策の創出に係る検討を

行う。 

  (3) 定住促進に係る先進事例等の調査に関すること。 

  ⇒ 他自治体の先進事例等を調査・情報収集し，分析を行う。また，業務

外でも情報収集を行う「くせ」を付けてもらうように促すことで，職員

の仕事に対する問題解決能力や意識の向上を図る。 

  (4) 定住促進に係る庁内の連絡調整に関すること。 

  ⇒ 定住促進に関する事務事業は，現在それぞれの所管課において実施

されており，それを統一的・総括的に主管する部署がなかったことから，

プロジェクトがその機能の一部を担えるようにする。 

  (5) その他定住促進に関して必要な事項に関すること。 

  ⇒ その他必要に応じて勉強会の開催や視察研修等を検討する。 

 

 ４ 事務局 

   市長公室企画課地域戦略グループ 
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